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本研究では、料理レシピの理解を支援することを目的として、料理レシピ文における料
理動作のアニメーションをオンデマンドで生成し、ユーザに提示するシステムの構築を目
指す。ここでは、大川らによって提案されたシステムを基盤とする。彼らのシステムは、
レシピ文の動作表現のアニメーション生成に焦点をあて、料理の基本動作とそれに対応す
るアニメーションの情報を記載した動作辞書に基づいてアニメーションを生成する。この
動作辞書は、同じ動作表現に対しても、動作の対象となる材料の違いによって異なるアニ
メーションが定義されていることに特徴がある。例えば、「くし形切りにする」という動
作表現に対しては、種のある材料については種を取ってから材料をくし形に切るというア
ニメーションが定義されているが、種のない材料に対しては単にくし形に切るというアニ
メーションが定義されている。ところが、先行研究のシステムでは、材料が種を持つかと
いった材料に関する大規模な知識を持っていないため、ユーザによって与えられたレシピ
文に対し、適切なアニメーションを一意に決めることができないという問題点があった。
本研究では、材料に応じて適切な料理動作アニメーションを生成するための基礎知識とし
て、材料を網羅的に収集し、それぞれの材料に対してその属性を記載した大規模な材料辞
書を構築することを目的とする。材料辞書に記載する材料の属性は、種類、形状、構成要
素（種、皮、芯）の有無とする。アニメーションを生成する際には、ユーザが入力したレ
シピ文から料理動作と材料名を検出し、動作辞書内の基本動作に定義されている材料の条
件と、材料辞書によって定義されたレシピ文内の材料が持つ属性を照合し、条件を満たす
基本動作を選択することで適切なアニメーションを生成する。本研究は材料辞書を構築す
るにあたり、材料名とその材料の属性をレシピコーパスから自動的に獲得することを目的
とする。また、レシピコーパスとして、ウェブページから収集したレシピページの集合を
用いる。
材料辞書を構築するためには、まず、材料名を大量に収集しなければならない。レシピ
ページでは、料理に使われる材料と分量がリスト形式で書かれている材料領域と、調理
の手順が書かれている調理領域の 2つがある。それぞれの領域から材料を収集する 2つの
手法を提案する。1つ目はウェブページの構造解析によって、材料領域から材料を収集す
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る手法である。まず、材料領域をキーワードやHTMLタグなどの情報を使って検出する。
次に、材料領域をタグや空白で分割し、材料名の候補を得る。最後にパターンマッチなど
で非材料名を除去する。予備実験では、材料名抽出の精度は 94.9%であった。2つ目は調
理領域のレシピ文を解析し、動作表現との共起によって材料を収集する手法である。ここ
では、動作表現を述部とする文のハ格またはヲ格の格要素となる名詞を材料として収集
する。予備実験での材料抽出の精度は、頻度上位 100件の材料に対して 88%であった。実
験の結果、材料領域から材料を抽出する手法で 3395個、動作表現との共起によって材料
を抽出する手法で 955個の材料からなる材料リストを得た。この 2つの材料リストを統合
し、最終的に、3550個の材料名からなる材料リストを作成した。
次に、材料の属性を自動的に付与することを試みた。材料の種類は、シソーラスの意味
クラスや種類の特徴を表わすキーワードによって自動的に付与した。例えば、シソーラス
の意味クラス「野菜」の単語と一致する材料の種類は vegetable、キーワード「菜」を含
む材料の種類は vegetableのような規則を作成した。これにより、ほぼ 100%の精度で種
類を付与できた。材料の形状は助数詞を手掛かりに付与した。例えば、「本」は細長い材
料、「枚」は平らな材料を数えるのに使われると考えられる。そこで、レシピページの材
料領域における材料と助数詞の共起頻度をパターンマッチによって求めた。この手法の予
備実験における精度はおよそ 82%であった。種、皮、芯といった構成要素の有無に関する
属性は、材料が構成要素を持つことを示唆する文をパターンマッチによって発見すること
で付与する。例えば、「(材料)の種」や「種を除いた (材料)」は、その材料が種を持つこ
とを示唆する。上記のような文とマッチするパターンを作成し、パターンマッチに成功す
る回数が多ければ、その材料は種、皮、芯を持つとした。この手法の予備実験における精
度はおよそ 57%であった。最後に、レシピコーパスから取得された 3550個の材料リスト
に対して材料の属性を付与したところ、種類については 2141個、形状については 294個、
種、皮、芯についてはそれぞれ 51個、150個、18個の材料に対して属性を付与できた。
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